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大分市における
地域公共交通利用促進

の展開

説明（取り組み）の流れ

１．都市構造（道路・公共交通）

２．公共交通の整備されている地域

３．公共交通の不便な地域

４．行政の立場からみた悩み



大分市 14市3町1村

大分市の交通体系
①大分市の都市構造（１）



大分市の交通体系

（大分市内）

IC：4箇所

（九州横断自動車道・東九州自動車道）

駅：17箇所

（日豊本線・久大本線・豊肥本線）

路線バス：519ｋｍ営業キロ
（H23）(大分バス・大分交通)

①大分市の都市構造（２）

２．公共交通の整備されている地域

①大分駅周辺の整備（ハード）

②エコ交通まちづくり教室（ソフト）

③高齢者ワンコインバス（ソフト）



①大分駅周辺の整備

1.大分駅周辺総合整備事業
１）大分駅付近連続立体交差事業【県事業】

大分駅及日豊本線・久大線・豊肥線の高架化

２）大分駅南土地区画整理事業【市事業】
シンボルロード・駅南北広場整備

≪関連事業≫

３）庄の原佐野線等関連街路整備事業【国・県・市
事業】

2.その他事業
１）都心南北軸整備事業【市事業】
２）駅ビル建設【ＪＲ事業】

商業施設・シネコン（映画館）



中央通り
北口駅前広場

大分駅

交通結節機能用地

大分駅周辺図

シンボルロード

ホルトホール大分

大分県立美術館

大分駅ビル

県庁前古国府線 第2期大分市中心
市街地活性化区域

～整備方針～

“まち”と“えき”をつなぐ“交通”と“交流”の拠点とな
る機能的な広場とし、にぎわいと回遊性を備えた駅前広場

【北口駅前広場整備方針】



現在工事中の大分駅北口駅前広場

中央通り（中央町側）のバス停の集約
（社会実験期間中）

●まちなかにぎわい実証実験

（平成25年10月12日～11月10日）

●大分バスと大分交通のバス停を集約して、バ
スの利便性の変化等を調査

●現在、「まちなかにぎわい推進協議会」にお
いて、実験結果などを検証中





②エコ交通まちづくり教室

かていからのＣＯ２はいしゅつりょう

16

教室において



５０人でおでかけするには、バスだと１台

５０人でおでかけするには、クルマだと１３台

バス停の時刻の見かた

乗車体験（運賃の支払）



H21～H25

のべ1613名

学校名 学年 児童数

下郡小学校 2年 146

横瀬小学校 4年 60

稙田小学校 2年 80

戸次小学校 2年 111

荏隈小学校 2年 69

宗方小学校 2年 60

新生養護学校 高等部１年 15

賀来小中学校 2年 100

八幡小学校 1、2年 74

敷戸小学校 2年 62

野津原東部小学校 2年 27

鴛野小学校 2年 58

明治北小学校 2年 110

坂ノ市小学校 2年 118

野津原中部小学校 1、2、3、4年 27

三佐小学校 2年 44

吉野小学校 1、2年 87

竹中小学校 4、5、6年 19

竹中中学校 1、2、3年 16

小佐井小学校 5年 37

明野北小学校 1年 89

長浜小学校 2年 49

川添小学校 1、2年 51

小佐井小学校 3年 40

荏隈小学校 3年 64

計 1613

③高齢者ワンコインバス



H16.6～

写真

●平成25年7月より対象者を70歳以上から65歳以上

に拡大

●高齢者（65歳以上）：１０７，３７５人（H25年11末）

（大分市人口（４７８，６４０）の２２％に相当）

●現在の交付者数：約７７，５８３人（72％）



公共交通の不便な地域

●「ふれあい交通」の運行

交通の不便な地域から最寄のバ
ス停（地区の生活拠点・交通拠点）

に接続する乗合タクシー

ふれあい交通と高齢者ワンコインバス

公共交通が
不便な地域

路線バス

運行エリア

高齢者（65以上）は市
内の路線バスを１乗
車100円で利用可能

大分市内

高齢者ワンコインバス



現在7地区

16ルートで運行中

利用者とひざを交えた需要の掘り下げ
により、運行ダイヤをフォローアップ



自転車利用促進の取り組み

●3,328人（特別職除く）の通勤手段

–自動車 1,414人（42%）

–バス 440人（13％）

–鉄道 164人（ 5％）

–自転車 692人（21％）

–徒歩・バイクなど 618人（19％）
（平成25年4月現在）

市職員のバス利用は



公共交通体系のあり方と悩み

①自家用車から公共交通へ転換？

②利用者（利用しない人）とのコミュニ
ケーションは？

③路線バスの要望から実践へ

④公共交通（バス）を利用する生活ス
タイルは？

①自家用車から公共交通への転換

○「いつか乗る」は需要か？

○自家用車と公共交通の比較になっ
ていないか？

○路線バスの運行要望は多い。

（需要が把握できるだろうか？）



②利用者（利用しない人）とのコミュニ
ケーション

○利用者（利用しない人）はバス（公
共交通）に何を望んでいるのか。（路線
バスを走らせることだけ？）

○アンケート調査結果は、ニーズを把
握したことになるか。

○利用しない理由を徹底的にヒアリン
グ（検証）すべき。（利用の方法かも？）

③路線バスの要望から実践へ

○地域で維持（利用する）意識をどの
ように醸成したらよいか。

○「いつかは利用する」ためにも地域
の役割分担も必要ではないか。

○「あったらいい」から「乗る」ために
は？



④公共交通を活用する生活スタイルは

○バスの移動を楽しむ価値観は？

（鉄道にはあるが、路線バスにはない？）

○自分の生活スタイル（リズム）がバ
スに合わない

⇒生活とバス利用とをどのように融
和するか（できるか）

ありがとうございました。


